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研究成果の概要（和文）：本研究では脊髄損傷患者の神経機能回復に寄与するため、脊髄損傷における脳活動の
変化を生理学的手法を用いて解析し、抽出することを目的とした。急性期モデルとして霊長類脊髄損傷モデルを
作製した。また、慢性期脊髄損傷患者をリクルートし脳磁図データから生理学的特徴量を抽出した。その結果、
γ帯域でのパワーの変化ならびにβ帯域の位相とγ帯域でのパワーのPhase amplitude coupling の変化が慢性
期脊髄損傷後患者で認められた。これらは、急性期モデルの回復過程でも変化していた。得られた生理学的特徴
量は、ニューロフィードバックによる機能回復促進の指標として利用できる可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyze and extract features in brain 
activity in spinal cord injury using neurophysiological methods to contribute to the recovery of 
neurological function in spinal cord injury (SCI) patients. To this end,  primate SCI models were 
created as acute phase models. In addition, we recruited patients with SCI in the chronic phase and 
extracted physiological characteristics using invasive magnetoencephalography. As a result, changes 
in power in the γ-band and changes in phase amplitude coupling between phase in the β-band and 
power in the γ-band were observed in these patients after chronic spinal cord injury. These were 
also found to be changing during the recovery process in the acute SCI phase primate model. The 
physiological features obtained could be used as an indicator of neurofeedback to promote functional
 recovery.

研究分野： 脳神経外科

キーワード： Spinal cord injury　Patients　Primate model　physiological features　Functional recovery　Mag
netencephalography　Electrocorticography, 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、脊髄損傷患者では脳機能に変化が認められることを神経生理学的に明らかにした。また、急性期霊
長類モデルを作製することで、生理学的特徴量が運動機能の回復過程で変化することを見出した。現在、難治性
疼痛や神経疾患などで生理学的特徴量を用いたBMIの手法でニューロフィードバック療法による機能改善の試み
がなされているが、今回見出した特徴量を用いることで脊髄損傷患者の急性期からのニューロフィードバック療
法が運動機能回復促進に寄与できる可能性が示された。これは有効な治療方法のない脊髄損傷に対して意義ある
成果であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究では、脊髄損傷後の代償性神経回路形成における大脳皮質活動の役割を解明し、それらを効

果的に促進する治療法の開発を行う。我々は脊髄損傷サルの感覚運動野を中心に硬膜下電極を留置

し、損傷後の機能回復過程における皮質脳波を計測する系を作製した。また、脳卒中や外傷などの慢

性期運動障害患者を対象として、 Brain-Machine Interface (BMI)により、感覚運動野での運動表象を

強化し、様々な臨床症状を変えられることを示してきた。本研究ではこれらを組み合わせ、 霊長類の脊

髄損傷モデル及びヒトの慢性期脊髄損傷患者に対して、生理学的特徴量を抽出し、さらに霊長類及び

患者がその脳活動を制御することで、脊髄損傷後の機能回復が促進されることを明らかにする。  

研究分担者の西村は、先行研究において脊髄損傷後の機能回復には損傷と対側の感覚運動野の活

動だけでなく、同側の感覚運動野や対側の側坐核の活動が寄与することを明らかにした(Nishimura et 

al., Science, 2007; Sawada et al., Science, 2015)。  

一方、我々は先行研究において、脊髄損傷患者の脳磁図を用いた研究で感覚運動野を中心とした領

域で生理学的特徴量の変化の可能性を示した。これらのことから、脊髄損傷において、 両側感覚運動

野を中心とした機能的結合の誘導が機能回復を促す可能性があると仮説した。 また、BMI をニューロ

フィードバックとして用いることで、中枢神経系に適切な可塑性変化を誘導できることを示している T. 

Yanagisawa et al., Nat Comm, 2016) 。 

これまでの BMI 研究は、慢性期の運動機能障害患者に適用されており、急性期脊髄損傷に対するエ

ビデンスはほとんどない。霊長類の急性期脊髄損傷モデルを用いることで、これまでにない、急性期の

機能障害に対する BMI リハビリの効果が明らかになると期待される。 

そのために、霊長類急性期から回復過程における、脳生理学的活動の変化を捉え、また同時に慢性期

の脊髄損傷の患者の脳生理学的活動を解析し、霊長類急性期モデルと比較し、機能回復に関連する

生理学的特徴量を見出す。そして、その後の BMI 技術を用いた機能回復を目的としたニューロフィード

バックの応用に繋げる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、脊髄損傷後の代償性神経回路形成における大脳皮質活動の役割を解明し、それらを効

果的に促進する治療法の開発につなげることを目的とする。霊長類の急性期脊髄損傷モデルを作製し

その回復過程での生理学的特徴量と、慢性期脊髄損傷患者の脳活動の指標となる生理学的特徴量と

を比較することにより、脊髄損傷と神経機能に関連する生理学的特徴量を抽出することが第一の目的と

なる。その結果を経て、BMI 技術を用いたニューロフィードバックの方法を開発し、最終的には動物モデ

ルあるいは患者で脊髄損傷後の機能回復が促進される可能性を検証したい。 

 

３．研究の方法 

霊長類研究 

(1) アカゲザルをキューに従って上肢の運動タスク（リーチング課題）が繰り返しできるようにトレーニン

グを行う。 

(2) タスクが可能になった時点で、感覚運動野に硬膜下電極を留置する。 

(3) 運動タスク下での皮質脳波を硬膜下電極から収集する。 



(4) 頚髄レベル（C5-6）で脊髄を半切し脊髄損傷モデルを作製する。 

(5) 脊髄損傷の機能回復を確認しながら、運動タスク下で皮質脳波を硬膜下電極から収集する。 

(6) 最終的には、作製した脊髄損傷のレベルを確認する。 

これらを 5 頭程度のアカゲザルで行う。 

 

 

慢性期脊髄損傷患者からの研究 

(1) 慢性期脊髄損傷患者のリクルートを行う。 

(2) 慢性期脊髄損傷患者の安静時脳磁図（MEG）ならびに MRI の測定を行う。 

(3) 同時に、コントロールとして、健常者のコホートも作成する。 

それぞれ、20 名程度の被験者を目標とする。 

 

アカゲザルからのデータと脊髄損傷患者からのデータに対して、電流源推定を行い、脳領域間の機能

的結合 amplitude envelope correlation などの方法を用いて解析するとともに領域ごとの特徴量を各周

波数帯域での変化、Phase Amplitude coupling（PAC）等の指標の解析を行う。さらに、機能回復に重要

と考えられる特徴量を同定する。 

その特徴量を利用し、ニューロフィードバックのプログラムの作成を行う。 

 

４．研究成果 

動物モデルの研究では、アカゲザルに繰り返し運動ができる様にモンキーチェアに固定しトレーニング

を行なった。これは、右手のみで繰り返し餌を獲得する課題である。課題が遂行できることを確認し、そ

の後、頭蓋内に電極を留置する手術を行い、トレーニングを継続した。これにより、脊髄損傷のない状

態での運動課題下での皮質脳波の変化を捉えることができた。 

動物モデルでも運動時の High-Gamma 帯域のパワーの増強を感覚運動野で認め（図 1）、Beta-phase

と Gamma amplitude の PAC の挙動の変化が明らかとなった。これらはこれまでのヒトの研究から得られ

た知見とは、両側性に認められるなどの点で違いが見られた。  

図 1  頭蓋内電極を留置したアカゲザルでの右上肢運動タスク時の皮質脳波変化。運動タスクで

High-Gamma 帯域のパワーの増強を対側（左）の運動感覚野で認める。また、同側（右）にも弱い変化

を認める。 

  



合計 6 個体のアカゲザルにトレーニングを行い、5 個体でその後脊髄損傷モデルとし、脊髄損傷後早期

～回復後期での皮質脳波を経時的に収集することができた。得られた皮質脳波についてその運動機

能との相関について解析を行なった。その結果、右の脊髄損傷直後には損傷前に比較し左運動感覚

野でのγ帯域のパワーの低下とβ帯域の位相とγ帯域の振幅の PAC の低下が観察され、機能回復

期においては、PAC の増加に続きγ帯域のパワーの回復が観察された。 

 

脊髄損傷患者を対象とする研究では、脊髄損傷患者からの脳磁図の検査のデータを格納するデータ

ベースを構築した。新規脳磁図の検査条件の決定する過程で、既存の脳磁図データの解析から得た

結果の検定値が低いことが判明し、再度の解析を行い、検査条件の決定を行なった。これをもとに、脊

髄損傷患者の脳磁図の測定を行なった。 

慢性期の完全脊髄損傷患者を対象とする研究では、慢性期損傷患者 22 例と健常コントロール 29 例の

脳磁図のデータを用いた。それぞれの安静時の脳磁図を測定し、Desikan-Killiany の Cortical 

Parcellation を用いて領域間の比較をおこなった。脊髄損傷患者の前頭前野眼窩部以外の前頭葉の

広範に γ帯域の活動が低下しているとともに（図 2）、前頭葉においてβ帯域の位相とγ帯域の振幅

の PAC が上昇していた（図 3）。 

 

 
図 2 γ帯域の活動変化。脊髄損傷患者で増加している部位がプラス、増加している部位がマイナスで

示されている。 

 

 

図 3 β帯域の位相とγ帯域の振幅の PAC の変化。脊髄損傷患者で増加している部位がプラス、増加

している部位がマイナスで示されている。 

 

 



動物モデルおよび脊髄損傷の患者データからは脊髄損傷後の運動障害の生理学的特徴量として β

帯域の位相とγ帯域の振幅の PAC が候補として挙げられた。 

PAC やγ帯域のパワーについての生理学的意義を検討している。また、これらの特徴量を用いたニュ

ーロフィードバックのプログラムを作成し、今後の研究に用いる予定とした。 
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島晴彦

第45回日本てんかん外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

神経障害性疼痛に対する反復経頭蓋磁気刺激療法の展望

頚胸椎移行部の脊髄刺激で両下肢体幹部の除痛が得られた一例

神経根引き抜き損傷後疼痛に対する後根進入部破壊術の長期成績

ステレオ脳波と硬膜下脳波：ステレオ脳波時代における当院での使い分け



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第45回日本てんかん外科学会

第45回日本てんかん外科学会

第45回日本てんかん外科学会

 ３．学会等名

押野悟、谷直樹、Khoo Hui Ming、富永康仁、青天目信、下野九里子、栁澤琢史、平田雅之、貴島晴彦

木本優希、Khoo Hui Ming、谷直樹、細見晃一、押野悟、藤田祐也、三浦慎平、岩田貴光、江村拓人、松橋崇寛、栁澤琢史、平田雅之、貴
島晴彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

藤田祐也、Khoo Hui Ming、押野悟、谷直樹、細見晃一、三浦慎平、岩田貴光、江村拓人、木本優希、松橋崇寛、栁澤琢史、平田雅之、貴
島晴彦

貴島晴彦、押野悟、谷直樹、Khoo Hui Ming、栁澤琢史、藤田祐也、三浦慎平、平田雅之

第45回日本てんかん外科学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

小児てんかん外科における病状進行例の因子と外科治療の効果

定位的頭蓋内脳波(SEEG)電極留置のピットフォール

定位的頭蓋内電極留置術(SEEG)の留置と固定精度の検討

前頭葉てんかんに対する外科治療のリアルワールド

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第6回Kobe Epilepsy Terakoya（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回佐賀てんかん診療連携会（招待講演）

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦

第4回　Epilepsy　Forum　in　Sapporo（招待講演）

第14回茨城県頭痛研究会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかん診療の未来

てんかん治療と脳機能解析

脳神経外科医が見る頭痛

てんかん治療について-薬物・手術-

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

九州大学　脳神経外科セミナー（招待講演）

第25回四国脳神経外科カンファレンス

Neurosurgery Expert Web Seminar

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦

International Joint Meeting 2020 in Kansai（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

未来のてんかん診療

機能神経外科と神経科学

未来のてんかん外科

頭蓋内電極データから脳機能を解析する



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本てんかん外科学会

第44回日本てんかん外科学会

第44回日本てんかん外科学会

 ３．学会等名

藤田祐也, 栁澤琢史, 西本伸志, 小出真子, 福間良平, 押野悟, 谷直樹, クーウイミン, 三浦慎平, 江村拓人, 貴島晴彦

栁澤琢史, 福間良平, 西本伸志, 菅野秀宣, 田村健太郎, 飯村康司, 山本祥太, 押野悟, 谷直樹, 神谷之康, 貴島晴彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

貴島晴彦

藤田祐也, クーウイミン, 押野悟, 谷直樹, 栁澤琢史, 福間良平, 三浦慎平, 江村拓人, 貴島晴彦

地域医療支援病院等合同研修会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

深層学習を用いた頭蓋内脳波から朝、昼、夜の時間帯の認識の識別

てんかん外科から広がる脳情報表現の解明

脳神経外科と神経科学

EEG-fMRI同時計測におけるてんかん性放電に伴うBOLD変化と頭蓋内HFOの関係

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本脳神経外科学会第79回学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ALGKS & AESC 2020（招待講演）（国際学会）

Haruhiko Kishima

西麻哉, 柳澤琢史, 福間良平, 山本祥太, 大西 諭一郎, 貴島晴彦

Haruhiko Kishima, Ryohei Fukuma, Takufumi Yanagisawa, Koichi Hosomi, Naoiki Tani, Satoru Oshino

藤田祐也, 柳澤琢史, 押野悟, 谷直樹, Hui Ming Khoo, 福間良平, 山本祥太, 三浦慎平, 貴島晴彦

日本脳神経外科学会第79回学術総会

AASSFN2020（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Refractory epilepsy caused by vascular lesions

脊髄損傷患者における脳磁図によるfunctional connectivityの検討

Real-Time Neurofeedback to Modulate β-Band Power in the Subthalamic Nucleus in Parkinson's Disease Patients

深層学習によるてんかんの自動診断と判別に使用される特徴量の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回神経科学大会

先導的学際研究機構 生命医科学融合フロンティア研究部門・創薬サイエンス部門（招待講演）

AMED難病研究課2019年度4事業合同成果報告会（招待講演）

藤田祐也, 浦菜津子, 柳澤琢史, 山本祥太, 大城武史, 福間良平, 貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦, 齋藤洋一, 渡邉嘉之, 細見晃一, 大西諭一郎, 田島文博, 山本正道, 中村健, 杉浦悠毅

栁澤琢史, 福間良平, Ben Seymour, 細見晃一, 田中将貴, 貴島晴彦, 神谷之康, 齋藤洋一

第59回日本定位・機能神経外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ディープラーニングによるてんかんの動診断における特徴量の探索

頭蓋内電極を用いた脳機能解析

脊髄損傷後疼痛の発症にかかわる中枢神経系の機能的・構造的変化の探索

Brain-Machine Interfaceによる幻肢痛の治療 Treatment for phantom limb pain using brain-machine interface



2020年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本てんかん外科学会

第49回日本臨床神経生理学会学術大会

第49回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

山本祥太, 栁澤琢史, 福間良平, 藤田祐也, 田中將貴, 小林真紀, クー ウイミン, 谷直樹, 押野 悟, 貴島晴彦

福間良平, 栁澤 琢史, 田中 將貴, Seymour Ben, 細見 晃一, 貴島 晴彦, 吉峰 俊樹, 神谷 之康, 齋藤 洋一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本祥太, 藤田裕也, 田中將貴, 小林真紀, Khoo Hui Ming, 栁澤琢史, 谷 直樹, 押野 悟, 貴島晴彦

藤田祐也, Khoo Hui Ming, 谷 直樹, 押野 悟, 細見晃一, 栁澤琢史, 山本祥太, 貴島晴彦

第43回日本てんかん外科学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

深層学習を利用した頭蓋内脳波波形からのてんかん発作同定

主観的幻肢運動の皮質表現

患者自発脳活動を利用した頭蓋内脳波による脳機能マッピング

当院における定位的頭蓋内電極留置術の導入と手術手技

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第6回脳神経外科BMI研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脊髄損傷者による歩行披露イベント「Know No Limit 2019 (J-workout)」（招待講演）

貴島晴彦

Haruhiko Kishima, Satoru Oshino, Naoki Tani, Hui Ming Khoo, Syota Yamamoto, Yuya Fujita

山本祥太, 栁澤 琢史, 福間 良平, 青江 丈, 荒木 俊彦, 藤田 祐也, クー, ウイミン, 谷 直樹, 押野 悟, 枝川 光太郎, 小林 真紀, 田
中 將貴, 原田 達也, 貴島 晴彦

貴島晴彦

The 13th Asian Epilepsy Surgery Congress（招待講演）

第53回日本てんかん学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

脊髄損傷に伴う脳活動の特徴-脊髄損傷で脳の活動は変わるのか

Development of exoscopic neurosurgery for intractable epilepsy

AIのてんかん波形診断への応用

自発活動による高次脳機能マッピングの試み

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SfN2019（国際学会）

SfN2019（国際学会）

SfN2019（国際学会）

Takufumi Yanagisawa, Ryohei Fukuma, Ben Seymour, Masataka Tanaka, Koichi Hosomi, Okito Yamashita, Haruhiko Kishima, Yukiyasu
Kamitani, Youichi Saitoh

Ryohei Fukuma, Takufumi Yanagisawa, Shinji Nishimoto, Masataka Tanaka, Shota Yamamoto, Satoru Oshino, Yukiyasu Kamitani,
Haruhiko Kishima

Syota Yamamoto, T. Yanagisawa, R. Fukuma, M. Tanaka, HM. Khoo, N. Tani, S. Oshino, H. Kishima

N Tani, S Oshino, K Hosomi, HM Khoo, T Yanagisawa, N Hattori, M Kanemoto, H Mochizuki, H Kishima

23 rd International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sustainable reduction of phamtom limb pain by MEG-based BMI

Semantic vector based decoding of natural scenes from electrocorticogram.

The efficacy of the deep learning approach for generalization of the seizure prediction algorithm.

Altered thalamic connectivity due to FUS thalamotomy for Essential Tremor Patients.



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

WSSFN2019（国際学会）

第39回日本脳神経外科コングレス（招待講演）

第9回トランスレーショナルてんかん研究会～てんかんの基礎研究と臨床～（招待講演）

 ３．学会等名

貴島晴彦

貴島晴彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

押野 悟, 谷 直樹, 細見晃一, 服部憲明, 山本祥太, 藤田裕也, クーウィミン, 栁澤琢史, 橋本洋章, 鐘本 学, 齋藤洋一, 望月秀樹, 貴
島晴彦

Kishima H

第13回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（MDS-J)（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

デバイスの開発による機能的脳神経外科の進歩

てんかん診療の新展開

振戦に対する外科治療の変化

Real-time neurofeedback to modulate β-band power in the subthalamic nucleus in Parkinson’s disease patients

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AESC2018（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Society for Neuroscience（国際学会）

Fukuma R, Yanagisawa T, Nishimoto S, Tanaka M, Yamamoto S, Oshino S, Kamitani Y, Kishima H

Hashimoto H, Hirata M, Takahashi K, Kameda S, Yoshida F, Yanagisawa T, Oshino S, Yoshimine T, Kishima H

Kishima H

Kishima H

Society for Neuroscience（国際学会）

Epilepsy and Brain Machine Interfaces, Melbourne（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Decoding natural scenes in semantic space from electrocorticography signals

Multimodal measurement of swallowing using human electrocorticograms

Advanced epilepsy surgery using intracranial electrodes Biomedical Engineering Seminar

Epilepsy Surgery for Tuberous Sclerosis Complex

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2th Meeting of China-Japan Neurosurgery Alliance（招待講演）（国際学会）

Society for Neuroscience 2018（国際学会）

5th CiNet Conference（招待講演）（国際学会）

Kishima H, Oshino S, Tani N, Khoo H M, Yanagisawa T, Hasimoto H, Yamamoto S

Yamamoto S, Yanagisawa T, Fukuma R, Taniyama A, Sakaue M, Maeda K, Kishima H

Takufumi Yanagisawa

Kishima H

WSSFN2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Surgical Strategies for Frontal Lobe Epilepsy

The effect of aroma inhalation on cortical oscillation recorded by MEG

Semantic decoding of visual stimulus using electrocorticogram and application for BCI

Real-time neurofeedback to modulate β-band power in the subthalamic nucleus in Parkinson’s disease patients



2019年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

23rd International Congress of Parkinson's Disease and Movement Disorders（国際学会）

Neuro2019（国際学会）

日本脳神経外科学会第77回学術総会

 ３．学会等名

Yanagisawa T. Ryohei Fukuma, Ben Seymour, Masataka Tanaka, Koichi Hosomi, Okito Yamashita, Haruhiko Kishima, Yukiyasu
Kamitani, Youichi Saitoh

井上　洋、柳澤琢史、谷　直樹、Khoo HM、押野　悟、貴島晴彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takufumi Yanagisawa

Tani N, Oshino S, Hosomi K, Khoo HM, Yanagisawa T, Hattori N, Kanemoto M, Mochizuki H, Kishima H

IEEE World Haptics Conference 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Brain-Machine Interface training relieves phantom limb pain

脳磁図による記憶優位半球の推定

Neuro-Imaging and Neuro-Modulation of Somatosensory Information and Phantom Limb Pain

Altered thalamic connectivity due to FUS thalamotomy for Essential Tremor Patients

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第46回日本小児神経外科学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第5回脳神経外科BMI懇話会

何　馨、森脇　崇、影山　悠、服部憲明、栁澤琢史、貴島晴彦、吉峰俊樹、平田雅之

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦、小林真紀、山本祥太、田中將貴、橋本洋章、栁澤琢史、押野　悟、谷　直樹

第27回脳神経外科手術と機器学会（CNTT)（招待講演）

第38回日本脳神経外科コングレス総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ブレイン・マシン・インターフェース（ＢＭＩ）についての脊髄損傷患者意思決定プロセスの分析（Spinal cord injury patients'
decision making process considering Brain-machine interface)

てんかんの外科手術手技

脳機能外科の現状と近未来

頭蓋内電極を用いた小児てんかん患者の脳機能マッピング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本脳神経外科学会北海道支部会（招待講演）

日本脳神経外科学会第77回学術総会（招待講演）

第53回日本脊髄障害医学会（招待講演）

貴島晴彦

貴島晴彦、谷　直樹、栁澤琢史、山本祥太、小林真紀、田中將貴、橋本洋章、福間良平、Khoo HM

貴島晴彦、栁澤琢史

貴島晴彦

第42回日本てんかん外科学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかん外科と神経科学

脳機能マッピングの新展開 -深部電極、自発活動

ニューロフィードバックによる脊髄障害治療の可能性

てんかん外科の魅力に迫る



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回日本神経科学大会

日本脳神経外科学会第77回学術集会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

 ３．学会等名

柳澤琢史、福間良平、Seymour B、細見晃一、田中將貴、貴島晴彦、神谷之康、齋藤洋一

栁澤琢史、福間良平、西本伸志、中村優一郎、押野　悟、神谷之康、貴島晴彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

福間良平、栁澤琢史、田中將貴、Ben Seymour、細見晃一、貴島晴彦、吉峰俊樹、神谷之康、齋藤洋一

福間良平、柳澤琢史、西本伸志、田中將貴、山本祥太、押野　悟、神谷之康 、貴島晴彦

第40回日本疼痛学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

BMI Neurofeedback による幻肢痛の治療

BMI技術を応用した脳磁図・皮質脳波からの脳機能マッピング

幻肢痛患者の主観的な幻肢運動の皮質表現

皮質脳波を用いた視覚刺激の意味空間推定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第1回 日本メディカルAI学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本てんかん学会（招待講演）

Takufumi Yanagisawa, Ryohei Fukuma, Shyota Yamamoto, Masataka Tanaka, Satoru Oshino, Tatsuya Harada, Haruhiko Kishima

山本祥太、栁澤琢史、福間良平、枝川光太郎、岡田英樹、荒木俊彦、Khoo HM、谷　直樹、押野　悟、小林真紀、田中將貴、吉峰俊樹、原
田達也、貴島晴彦

山本祥太、押野　悟、Khoo HM、谷　直樹、柳澤琢史、田中將貴、橋本洋章、貴島晴彦

江丈、栁澤琢史

日本脳神経外科学会第77回学術集会

第52回日本てんかん学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of an epilepsy diagnostic tool using deep neural network

深層学習を用いた波形診断の標準化と新たな波形 特徴の探索

頭蓋内電極留置術での合併症を避けるための工夫

神経疾患を自動診断する新たなニューラルネットワークの開発脳磁図に対する深層学習の適応

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

JST/NSF/DATAIAシンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本定位・機能脳神経外科学会

第35回日本脳電磁図トポグラフィ研究会

第42回日本脳神経CI学会総会

栁澤琢史、福間良平、西本伸志、押野　悟、神谷之康、貴島晴彦

栁澤琢史、福間良平、Ben Seymour、細見晃一、田中将貴、貴島晴彦、神谷之康、齋藤洋一

栁澤琢史

栁澤琢史

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

皮質脳波ビッグデータによるNeural DecodingとBrain-Computer Interface.

脳磁図ニューロフィードバックによる精神神経疾患の病態解明と治療法開発

AI診断の限界と可能性

脳ビッグデータとAIの臨床応用



2019年

〔図書〕　計10件

2021年

2021年

2021年

53

49

27

金芳堂

金芳堂

金芳堂

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

押野悟、貴島晴彦

谷直樹、貴島晴彦

細見晃一、貴島晴彦

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

16章　機能脳神経外科, 1 てんかん

16章　機能脳神経外科, 2 運動異常症

16章　機能脳神経外科, 3　疼痛

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

第39回日本脳神経外科コングレス（招待講演）
 ３．学会等名

貴島晴彦
 １．発表者名

 ４．発表年

デバイスの開発による機能的脳神経外科の進歩



2021年

2020年

2020年

2020年

164

272

中外医学社

メジカルビュー

9

368

 ２．出版社

 ２．出版社

金芳堂

中外医学社

貴島晴彦

細見晃一

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

栁澤琢史、貴島晴彦

貴島晴彦

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

CLINICAL NEUROSCIENCE　2020 Vol.38 No.11

メディカルチームのためのニューロモデュレーション治療　完全ガイドブック

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ３．書名

 ３．書名

16章　機能脳神経外科, 5　新しい機能的脳神経外科

Annual Review　神経2020

 ３．書名

 ３．書名



2019年

2019年

2019年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

研
究
分
担
者

谷　直樹

(Tani Naoki)

(20598370)

大阪大学・医学系研究科・助教

(14401)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

西村　幸男

(Nishimura Yukio)

(20390693)

公益財団法人東京都医学総合研究所・認知症・高次脳機能研
究分野・プロジェクトリーダー

(82609)

382

382

327

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

総合医学社

総合医学社

中外医学社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

貴島晴彦

貴島晴彦

貴島晴彦

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

最新主要文献でみる脳神経外科学レビュー

最新主要文献でみる　脳神経外科学レビュー

Annual Review神経 2019

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

柳澤　琢史

(Yanagisawa Takufumi)

(90533802)

大阪大学・高等共創研究院・教授

(14401)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

押野　悟

(Oshino Satoru)

(40403050)

大阪大学・医学系研究科・准教授

(14401)


